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論文の内容の要旨
(目的、対象および方法)
青年期における身体イメージが精神衛生上きわめて重要な役割を果たしていることは、この発達段階に好
発する身体的劣等感などから明らかである。とりわけ、青年期女子においては、神経性無食欲症なととの心理
的障害を引き起こしている。しかし、日本では摂食障害が多いのに対して、韓国では摂食障害のみならず醜
貌恐怖も多く報告されている。本研究はこのような韓冒と日本の心理的障害の相違の基盤に、文化による身
体イメージの違いが関係しているのではないかとの観点から、質問紙による調査研究を行った。調査協力者
は、韓国 239名、日本215名の合計454名の女子大生であった。
(結果および考察)
本研究ではまず、身体への美意識について因子分析を行った結果、韓国人女子学生(以下、韓国人)では
身長やヒップといった「体型j、服装や化粧などの f容姿J、そして自や口、鼻といった「顔jという 3因子
が抽出されたのに対して、日本人女子学生(以下、日本人)では 2因子しか抽出されず、第 1因子は韓国人
と同様に「体型Jであったが、第2因子は「顔jも含めた「身体部位Jであった。このことから、韓国人は
日本人に比べて身体の部位をより詳細に知覚していることが明らかとなり、特に顔に関する関心度やとらわ
れの高さが目立っていた。また、美に関して、社会的基準に比べて自己の身体をどのように認識しているか
を調査した結果、韓国人は日本人と比べて自分を美しいと認識しており、容姿の手入れに積極的であること
が明らかになった。また、身体イメージ、へのとらわれについて調べた結果、韓国人は身体部位の特徴や体型
にとらわれているのに対して、日本人は肥っていることにとらわれていることが明らかになった。加齢によ
る容貌へのとらわれ尺度 (AAC) を作成して調査した結果、韓国人は加齢による容貌の変化を積極的に防ご
うという姿勢が認めら、たとえ結果がどうであれ、韓国人は加齢による容貌の変化を防ぐために努力したと
いう満足感を持っていることが認められた。
自己の身体に手を加える身体可変性態度尺度 (B孔侶)を作成した結果、21lSl子から成ることが明らかとなっ
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た。第 1因子は結果のもたらす有用性と期待であり、第2因子は罪悪感あるいは人工的美の無視であった。
BMBの得点結果から、韓国人は美のために身体に手を加えることに日本人よりも許容的であることが認め
られた。このことは、韓国における美容外科手術の許容度の高さとも関係するのではないかと考えられたD
審査の結果の要旨
本研究は、青年期に好発する心理的障害の一要国として、文化的要因を想定し、韓国と日本の女子大学生
を対象に、身体イメージに関する質問紙調査によって文化的要因を実証的に明らかにしようとした意欲的な
研究であり、特に身体イメージへのとらわれや身体可変性態度尺度の作成を通して、日韓の身体イメージの
相違を明らかにした点は高く評価できる。しかしながら、尺度作成のために因子分析は行っているものの、
データの分析は主として記述統計的水準にとどまっており、今後調査対象人数を増やすとともに、多変量解
析などのより高度な統計的手法を採用して、本研究で得られた成果をより確実なものとする必要がある。
平成 24年 1丹31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(心理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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